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東洋文庫所蔵ブラウ 『大地図帳』
―地図における絵画的装飾―






ブラウ 『大地図帳』 はアムステルダムの出版業者ブラウ父子 Willem
Janszoon Blaeu (1571-1638年), Joan Blaeu (1598年頃-1673年) によっ
て､ 1662年のラテン語版を皮切りに出版された､ 世界各地の地図を収め






























































































表記は橘伸子 ｢東洋文庫所蔵ブラウ 『大地図帳』 総目次―J. Blaeu,          , 1664-1665―｣ (『東洋文庫書報』 第45号､ 29-111頁､ 2013
年) に従う｡
・聖書の人名・地名は基本的に 『聖書 新共同訳―旧約聖書続編つき』
























束を持物とする農耕の女神ケレス (希：デメテル) は夏を､ 山羊が牽く








神) である｡ 半球図の合間から地上を見下ろしているのは､ 額の三日月
から月の女神ルナ (希：セレネ) あるいはディアナ (希：アルテミス)
であろう｡ こちらに背を向けている男神は､ 有翼のペタソスという帽子
と二匹の蛇が巻き付きその先に翼が付いたカドゥケウスという杖からメ
ルクリウス (希：ヘルメス) とわかる｡ 兜を被り盾と剣を持つ精力的な













Danvbivs, Fluvius Europ Maximus. A Fontibvs ad Ostia. Cum
omnibus Fluminibus, ad utroque latere in illum defluentibus
(図３)
ドナウ川流域 (第２巻)
Rhenvs Fluviorum Europa celeberrimus, cum Mosa, Mosella.







ある｡ この二つの川の地図はブラウの 『大地図帳』 の中でも最大の部類
に属する｡




























Novus XVII Inferioris Germania Provinciarum Typrus. de inte















Nova Itali  delineatio (図６)
イタリア全図 (第７巻)
それぞれ様々な意味合いを象徴していると思われる事物や擬人像など

















Campagna di Roma, olim Latium: Patrimonio di S. Pietro; et
Sabina. (図８)
ローマ一帯 (第７巻)















ルバヌス８世 (在位1623-44年) のみである｡ また､ 地図左下の献呈辞
にはウルバヌス８世の甥枢機卿の秘書であった美術愛好家ポッツォの名
前も記されている｡ ブラウの 『大地図帳』 は1662年のラテン語版を皮切
りに出版されたものであるが､ この地図に関してはウルバヌス８世の在
位と近い期間にその原版が製作されたと考えて差し支えないだろう｡
Melite Insvla, vulgo Malta. (図９)
マルタ島 (第８巻)
画面左上の挿絵は､ 他の地図に見られるような装飾とは少し趣が異な














































ことが出来る｡ 表題には ｢聖地｣ ｢約束の地｣ という言葉が見られる｡
パレスティナ図は､ その地図自体も特筆すべきものであろう｡ 出エジ
プトの始まりであるラメセスからスコト､ エタムの宿営､ バアル・ツェ
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(２) 花卉や果実､ 食器や食材､ 書物や日用品､ 狩りの獲物などがその対象と
64
なった｡ また､ 静物画の中でも特にこの頃流行したものにヴァニタス画
が挙げられる｡ ヴァニタス (vanitas) とはラテン語で ｢空虚｣ を意味
する｡ 虚栄や現世の虚しさ儚さ､ 死の不可避性を寓意的に描いたヴァニ
タス画は17世紀に最盛期を迎え､ 特に北方で流行した｡ 代表的なモティー
フには髑髏 (死)､ 蝋燭 (人生の儚さ) や砂時計 (時の経過)､ 楽器 (刹
那的な快楽)､ シャボン玉 (生命の儚さ)､ 鏡 (虚栄)､ 花や果物 (やが
て腐朽してしまう儚さ､ 盛りの短さ)､ 冠や勲章､ 宝飾品 (いずれも死











込まれた地図は､ 1621年に W. ブラウが版権を獲得したものであり､





































地理学会による 『ブラウの世界地図―17世紀の世界―』 (ゴス著､ 邦訳
1992年､ 57頁) の図版においても視認できる｡
(10) ｢…あなたはペトロ｡ わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てる｡ 陰
府 (よみ) の力もこれに対抗できない｡ わたしはあなたに天の国の鍵
を授ける｡ あなたが地上でつなぐことは､ 天上でもつながれる｡ あなた
が地上で解くことは､ 天上でも解かれる｡ …｣ (マタイによる福音書16
章18-19節 『聖書 新共同訳―旧約聖書続編つき』 (新) 36-37頁) この言
66
葉はペトロの地位と権威の正統性を裏付ける根拠として重要視されてい
る｡
(慶應義塾大学美学美術史学研究室アシスタント)
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